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「⼦供たちをわたしのところに来させなさい。妨げてはならない。神の国はこのよう

な者たちのものである。15 はっきり⾔っておく。⼦供のように神の国を受け⼊れる⼈で

なければ、決してそこに⼊ることはできない。」16 そして、⼦供たちを抱き上げ、⼿を

置いて祝福された。 
                マルコ１０・１４−１５ 
 
 イエス様がこの地上に来られた⽬的は、何でしょうか。それは罪⼈、捨てられた⼈、

追い出された⼈、病気の⼈、忘れられた⼈など、⼩さな⼈たちを神の国に優先して招く

ためでした。 
  今⽇、イエスは私たちに、神の国を地上に確⽴したいのであれば、同じことをする

ように勧めています。それは、⼩さな⼈たちを無視するのではなく、歓迎するというこ

とです。 
   私たちは、今⽇、⼩さな⼈々はどこにいるのか、だれなのかと尋ねなければないで

しょうか。私たちの周りには、無⼒な⼈、恵まれない⼈、⾒捨てられた⼈、希望のない

⼈、職のない⼈、避難している⼈、絶望している⼈、孤独な⼈など、さまざまな⼈がい

るでしょう。これらの⼈々が⼩さな⼈なのです。 
  私たちが、彼らを助けるために三つのステップが考えられます。 

第１のステップは、⼀番⼤切なことですが、彼らが存在することを認識することで

す。多くの場合、私たちは彼らを無視し、注意を払わないのではないでしょうか。 
 第 2 のステップは、簡単なことから始めることです。例えば、笑顔を⾒せることです。

マザー・テレサはかつて、「誰かに微笑むたびに、それは愛の⾏為であり、その⼈への

贈り物であり、美しいことなのです」と⾔っていました。 
 また、簡単な励ましの⾔葉をかけることも⼤切です。⼤きなことはできなくても、⼩

さなことをイエスの⼤きな愛で⾏うことはできます。 
  第３のステップは時間をかけてお互いの話に⽿を傾けることだと思っています。多

くの場合、私たちはお互いの話に⽿を傾けません。私たちは多くのことに気を取られて

います。お互いに⽿を傾けることはとても互いを理解するのに役に⽴ちます。神様は私

たちに 2 つの⽿と 1 つの⼝を与えてくださいました。私たちはそれらを⼗分に使うべき

です。 
ある⼈が⾔いました。「コミュニケーションの最⼤の問題は、理解するために聞いて

いるのではなく、相⼿の⾔うことを否定するために聞いていることです」。 
⼤切なのは、何事も愛をもって⾏うことです。そうすれば、世界を少しずつ変えてい

くことができるかなと私は思っています。 
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 私たちの主な使命は、世界中の⼈々にイエスの福⾳を伝えることです。実際に宣教師

になるためには、多くの犠牲と挑戦が必要です。福⾳を伝えるためには、家族や国、⾃
分の⽂化を捨てなければなりません。しかし、受け取ることよりも与えることに⼤きな

喜びがあります。 
   私が宣教師司祭になりたいと思った理由はシンプルです。イエス様の喜びを⼈々

に伝えたいからです。イエス様のミッションは何かすごいことではなく、ありのままの

⾃分でイエス様の喜びを多くの⼈々と分かち合うことです。もちろん、宣教師司祭だけ

ではなく、洗礼を受けた⼈は誰もが宣教者ですが、私は宣教師司祭としてイエス様の喜
びを分かち合うために活動しています。 
  最後に申し上げたいことは、福⾳はすべての⼈のためのものだということです。 

教会のミッションは、司祭や修道⼠だけの仕事ではありません。しかし、私たちすべて

のクリスチャンは、信仰の喜びを知ることによって、⾃分の⼈⽣をかけて福⾳を宣べ伝

えるように私たちは召されています。他の⼈々を⽣けるキリストに触れさせるように召
されています。 
 
 
      


